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国保の概況（平成27年1月31日現在）
○総世帯数	 13,280	世帯
○総人口	 30,205	人
○国保世帯数	 5,246	世帯
○国保加入割合	 28.9	%
○収納率（平成25年度決算）
　　現年課税分	 94.47	%
　　滞納繰越分	 10.53	%

自然豊かな文化都市へ
男鹿市は、平成17年3月22日に旧男鹿市と旧若美町が合併して誕生し、目

指す将来都市像を「活力ある地場産業の構築と思いやりの心で創りあげる
『教育・観光・環境が豊かな文化都市』としています。総面積は240.80平方キ
ロメートル、総人口は平成27年1月末現在3万205人となっています。秋田県
中央部に位置し、日本海に面した半島で、平成23年9月に隣接する大潟村と「男
鹿半島・大潟ジオパーク」として、日本ジオパークに登録されています。

●八望台からの眺望

男
鹿
市
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市
の
国
民
健
康
保
険
事
業
の
財
政
状

況
は
、
被
保
険
者
の
減
少
や
所
得
の
低

迷
、
増
加
傾
向
に
あ
る
医
療
費
な
ど
に

よ
り
、
厳
し
い
財
政
運
営
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
市
で
は
医
療
費
縮
減
の
た
め
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
等
に
よ
り
国
保
制
度
等
の

周
知
を
図
る
ほ
か
、
医
療
適
正
化
対
策

と
し
て
、
医
療
費
通
知
の
発
送
に
加
え
、

平
成
24
年
度
か
ら
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
差
額
通
知
を
、
年
２
回
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
平
成
26
年
度
か
ら
は
、
被
保
険
者

証
や
お
薬
手
帳
に
貼
っ
て
使
用
す
る

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
し
ま

す
。」の
シ
ー
ル
を
配
布
し
、
更
な
る
利

用
促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
収
納
率
向
上
対
策
と
し
て
、
電

話
や
通
知
、
臨
戸
徴
収
の
推
進
の
ほ
か
、

夜
間
や
休
日
の
納
税
相
談
、
被
保
険
者

証
の
更
新
時
に
納
税
相
談
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
平
成
25
年
度
の
現
年
度
収
納

率
は
９
４
・
４
７
％
と
前
年
度
対
比
で

０
・
５
４
％
伸
び
て
い
ま
す
。

自分の健康に関心を持って
　本市の一人当たり医療費は毎年伸びており、県内
でも常に上位を占めています。少しでも医療費を抑
制しようと、ジェネリック医薬品の使用推奨や、検診
受診率の向上に努めております。
　しかし、こうした取り組みを行っても、なかなか医
療費の抑制に繋がっていないのが悩みです。やはり、
一人一人が元気なときから自分の健康に関心を持つ
ことが大切です。
　厳しい国保財政ではありますが、安定した運営が
できるよう新制度に期待しています。

　
国
保
税　
前
年
度
対
比
で
０・５
４
％
の
ア
ッ
プ

国保主管課長
からの一言

男鹿市生活環境課長

渡部　源夫

国
保
の
取
り
組
み

保険者紹介



なまはげ柴灯まつり 毎年２月第２金・土・日の３日間開催される、みちのく五大雪まつりのひとつで勇壮
かつ迫力ある男鹿の冬まつり表紙写真
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男
鹿
市
の
高
齢
化
率
は
３
７
・
４
%

で
、
秋
田
県
の
中
で
も
高
く
、
県
内
25

市
町
村
別
順
位
に
お
い
て
、
平
成
25
年

度
は
第
７
位
で
し
た
。
今
後
も
さ
ら
に

高
齢
化
が
進
む
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ

れ
に
伴
い
、
介
護
申
請
件
数
も
増
え
て

お
り
、
要
因
の
第
１
位
が
関
節
疾
患
で

す
。

　
ま
た
、
医
療
費
に
お
い
て
も
筋
・
骨

格
器
系
は
全
19
疾
患
中
５
番
目
の
費
用

額
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
運

動
器
の
予
防
は
男
鹿
市
の
課
題
と
い
え

ま
す
。

　
当
市
で
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
、
ロ

コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
予
防
す

る
た
め
の
教
室
を
実
施
し
て
お
り
、
26

年
度
は
、
運
動
器
の
中

で
、
主
に「
立
つ
」「
歩

く
」と
い
っ
た
動
作
の

基
盤
と
な
る
膝
に
焦

点
を
あ
て
、
膝
痛
改
善

の
た
め
の
教
室
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
教
室

を
開
催
す
る
に
あ
た

り
、
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム

に
よ
り
、
全
医
療
費
に

占
め
る
筋
・
骨
格
器

系
の
割
合
を
地
区
ご

と
に
示
し
、
割
合
の
高

い
地
区
に
介
入
し
て

い
ま
す
。
介
入
す
る
地

区
で
は
、
レ
セ
プ
ト
に

よ
り
、
膝
疾
患
で
受
診

歴
の
あ
る
方
の
み
に

教
室
案
内
を
郵
送
し

て
い
ま
す
。
参
加
者
を

膝
痛
の
あ
る
方
に
限

定
す
る
こ
と
で
、
運
動

の
効
果
を
対
象
者
が
実
感
し
や
す
く
、

継
続
す
る
た
め
の
意
欲
に
つ
な
げ
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、 

Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
地
区
や
個
人
の
状
況
を
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
、
ハ
イ
リ
ス
ク
ア

プ
ロ
ー
チ
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
で
き
る
利

点
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
事
業
が
終

了
し
た
あ
と
に
運
動
を
継
続
し
て
い
け

る
か
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

継
続
し
て
運
動
を
す
る
こ
と
は
、
本
人

の
や
る
気
と
地
域
・
行
政
の
支
援
体

制
が
必
要
で
す
。
本
教
室
で
の
学
び
を

継
続
し
、
普
及
し
て
い
け
る
よ
う
フ
ォ

ロ
ー
教
室
や
自
主
グ
ル
ー
プ
の
育
成
な

ど
、
生
涯
に
わ
た
り
健
康
な
足
で
人
生

を
歩
き
続
け
る
こ
と
を
目
標
に
し
た
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
地
区
や
個
人
の
状
況
を
的
確
に
把
握
す
る

　
　
︱
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防
教
室
︱

保
健
事
業
の
取
り
組
み

No.356

保健対策
シリーズ
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健康課題の分析や保健事業の評価を支援
  保健事業支援・評価委員会開催

　本会は、保険者等が実施する保健事業が効果的、効率的に
実施できるようＫＤＢシステム等を活用した情報提供や事業
実施計画の策定及び事業実施への助言などの支援を行うため、

「秋田県国民健康保険団体連合会保健事業支援・評価委員
会」を設置し、第1回委員会を1月9日（金）、本会中会議室に
おいて、5名の委員の出席のもと開催した。
　開会にあたり本会の古谷事務局長が「保健事業支援・評価
委員会は国によるデータヘルス計画の策定や保健事業の実施

に向けて、支援等を行
うため、KDBシステムを運用する全国の国保連合会に、公衆衛生学専門家や行政サ
イドから都道府県を構成員として設置を進めているものである。本日はデータヘルス
計画の概要、活動内容等について説明させていただくとともに、円滑な運営と保険者
への効果的な支援に繋がるよう努めていく所存であるので、ご協力いただけるようお
願いを申しあげる。」と挨拶した。
　委員会では、委員長に秋田大学大学院医学系研究科佐々木久長准教授、副委員
長に秋田大学大学院医学系研究科金子善博准教授を互選した後、事務局より国保・
後期高齢者ヘルスサポート事業の概要等や今後のスケジュール及び運営等について
説明した。

平成26年度　秋田県国民健康保険団体連合会保健事業支援・評価委員会名簿　　　敬称略
所　属 職　名 氏　名

委 員 長 秋田大学大学院医学系研究科 准 教 授 佐々木　久　長
副委員長 秋田大学大学院医学系研究科 准 教 授 金　子　善　博

委 員
日本赤十字秋田看護大学　看護学部看護学科 助 手 萩　原　智　代
秋田県健康福祉部長寿社会課 課 　 長 佐々木勘右エ門
秋田県健康福祉部健康推進課 課 　 長 鎌　田　雅　人

＜佐々木委員長＞

＜第1回保健事業支援・評価委員会＞
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小畑大館市長を理事長に選任
　第3回理事会開催　副理事長に加藤八峰町長

　平成26年度第3回理事会が、平成27年2月12日（木）、秋田市「ルポー
ルみずほ」において開催された。
　はじめに、1月5日に亡くなられた齋藤前理事長に、一堂黙祷を捧げた後、
小畑副理事長が「本日の理事会は、平成27年度事業計画及び当初予算等、
通常総会への提出議案の審議が主となるのでよろしくお願いする。」と挨拶
した。
　続いて、小畑副理事長を議長に選出し、審議に入った。議案第5号「理事
長及び副理事長の互選について」においては、本会規約第20条及び第21
条の規定により、理事長及び副理事長の互選が行われ、理事長に小畑元大館市長、副理事長に加藤和夫八峰町長が選任
された。（7月31日任期満了）
　この外、議案第1、2、3、4号についていずれも原案通り承認された。（議案については本会ホームページに掲載しています。）

平成27年度事業計画・予算など可決承認される
　第119回通常総会開催
　第119回通常総会が、平成27年2月27日（金）、秋田市「市町村会館大会議室」において開催さ
れた。
　はじめに、1月5日に亡くなられた齋藤前理事長に、一堂黙祷を捧げた後、本会小畑理事長が挨
拶に立ち、国保制度を取り巻く厳しい財政状況や、国の次期医療保険制度改革に触れた上で、国保
改革について「29年度以降に公費の拡充額を3,400 億円まで増額し財政基盤を強化すること、30
年度からは都道府県が財政運営の責任主体となることが明示された。国保法改正案は3月に閣議
決定され、国会に提出される見込みとなっている。本会としては、改革の行方を注視するともに、保
険者の負託に応えるよう適切な対応に努めてまいりたい」と挨拶した。
　続いて、来賓の県健康福祉部梅井部長が、国の国保制度改革について「国保法改正法案が成立し、国から具体的な説明
を受け次第、説明及び意見交換を行う場を設けたい。国保連合会は、制度の見直しにより、これまで以上に大きな役割を担
うことが期待される。引き続き適切な事業運営に努めるようお願いしたい」と挨拶した。
　その後、本会鈴木常務理事より平成26年度業務報告を行い、続いて事務局より平成27年度の事業計画について情勢等

を交えて説明し、重点目標として（1）国保制度の改善強化と国保の財政安定化
対策の推進、（2）医療費適正化対策の推進、（3）特定健診等データ管理事業の
円滑な運営、（4）診療報酬等審査支払業務の充実強化、（5）保険者共同処理
業務の円滑な運営、（6）介護保険関係業務等の充実強化、（7）障害者総合支援
関係業務の円滑な運営、（8）その他の本会事業の円滑な運営の8項目を挙げた。
　議事は慎重な審議の結果、すべて原案のとおり可決された。（議案については
本会ホームページに掲載しています。）
　また、総会に先立ち開催した平成26年度国保事業功労者表彰式では、他の
模範と認められる団体として八郎潟町を、他の模範と認められる者として、国保
審査委員小棚木均氏外10名を表彰した。（被表彰者については本会ホームペー
ジに掲載しています。）

＜第３回理事会＞

＜第119回通常総会＞

＜小畑理事長＞
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家
族
へ
の
想
い
が

　
　
　
き
っ
か
け
に

　
保
健
師
に
な
っ
て
6
年
目
を
迎
え
る
津
谷
さ
ん

は
、
県
内
で
も
珍
し
い
男
性
保
健
師
さ
ん
で
す
。

編
集
部
／
最
近
で
は
、
秋
田
県
内
で
も
男
性
保
健

師
さ
ん
が
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
少

数
で
す
。
保
健
師
を
志
し
た
き
っ
か
け
は
何
で
し

た
か
。

津
谷
／
自
分
は
小
さ
い
頃
体
が
弱
く
、
入
院
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
経
験
が
あ
っ
て
自
然

に
興
味
を
持
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
学
生
時
代

に
祖
父
を
亡
く
し
た
の
で
す
が
、
最
後
は
自
宅
で

は
看
取
れ
ず
に
病
院
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
自
宅
に
い
る
頃
、
自
分
が
帰
省
し
た
時
な
ど

は
嬉
し
く
て
元
気
に
な
っ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
姿
を
見
て
、
少
し
で
も
同
じ
よ
う
な
ケ
ー

ス
の
人
た
ち
の
力
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

編
集
部
／
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
仕
事
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

津
谷
／
現
在
は
介
護
予
防
教
室
の
開
催
、
健
康
相

談
へ
の
対
応
、
普
及
啓
発
の
取
り
組
み
と
し
て
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま

す
。

編
集
部
／
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
何
名
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

津
谷
／
所
長（
北
秋
田
市
高
齢
福
祉
課
長
を
兼

務
）、
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
1
名
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
3
名
、
社
会
福
祉
士
1
名
、
事
務
職
1
名
、

保
健
師
1
名
の
８
名
体
制
で
す
。
や
り
た
い
こ
と

は
多
い
の
で
す
が
、
事
務
系
作
業
も
多
く
時
間
が

足
り
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

地
域
で
見
守
る

　
　
環
境
づ
く
り
を

編
集
部
／
北
秋
田
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

し
て
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
取
り
組
み
は
あ
り
ま

す
か
。

津
谷
／
北
秋
田
市
は
高
齢
化
率
が
高
く
、
直
近
の

数
値
で
約
39
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
認
知
症
の
方

も
増
加
し
て
お
り
、
健
康
相
談
に
も
認
知
症
に
関

す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
地
域
住
民
に
も

認
知
症
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め

に
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
市
職
員
向
け
に
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
独
居
の
方
も
増
え
て
お
り
、
そ
の
方
々
が

安
心
し
て
自
宅
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。
地
域

で
連
携
し
、
関
わ
っ
て
い
け
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

編
集
部
／
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
対
象

者
は
一
般
の
住
民
の
方
で
す
か
。

津
谷
／
そ
う
で
す
ね
。
認
知
症
の
こ
と
、
対
応
方

法
な
ど
家
族
は
も
ち
ろ
ん
地
域
の
住
民
の
方
に
も

知
っ
て
も
ら
う
、
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

編
集
部
／
高
齢
化
が
進
み
、
認
知
症
を
介
護
す
る

側
も
高
齢
者
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
ね
。

津
谷
／
家
族
だ
け
で
な
く
、
地
域
で
の
見
守
り
が

必
要
で
す
ね
。

編
集
部
／
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
は
多

岐
に
わ
た
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
医
療
と
介
護
の
連

携
が
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
。

津
谷
／
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
医
療
健
康
課
が

中
心
と
な
っ
て
、
地
域
の
病
院
や
施
設
と
情
報
提

供
し
合
え
る
協
議
の
場
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
市
内
各
地
区
で
地
域
ケ
ア
会
議
を
開
催

し
、自
治
会
長
さ
ん
、民
生
委
員
さ
ん
、警
察
関
係
、

郵
便
関
係
な
ど
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
地
域
の
気

に
な
る
問
題
や
地
区
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
情
報

交
換
で
き
る
場
と
し
て
い
ま
す
。

編
集
部
／
ま
さ
に
地
域
で
関
わ
る
環
境
づ
く
り
で

す
ね
。住

民
に
寄
り
添
う

編
集
部
／
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
困
難
な
ケ
ー
ス
は

あ
り
ま
す
か
。
ま
た
ど
の
よ
う
に
解
決
さ
れ
ま
し

た
か
。

津
谷
／
自
分
ひ
と
り
の
力
じ
ゃ
な
く
て
、
上
司

だ
っ
た
り
先
輩
だ
っ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
専

門
職
の
方
に
相
談
し
、
一
緒
に
協
力
す
る
と
い
う

こ
と
が
解
決
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
そ
の
人
だ
け
の
健
康
問
題
だ
け
じ
ゃ

な
く
て
、
家
族
と
の
問
題
だ
っ
た
り
金
銭
も
関

わ
っ
た
り
難
し
い
事
例
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
独
居
や
家
族
が
近
く
に
住

ん
で
い
な
い
場
合
が
多
く
、
解
決
ま
で
は
難
し
い

住
民
の
み
な
さ
ん
は

　
　
　
地
域
の
大
先
輩

みんなの健康サポーター

01シリーズ企画　

今回のサポ
ーター

「
現
場
の
チ
カ
ラ
」

北秋田市地域包括支援センター

保健師　津谷 侑希さん

◇ 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
域
住
民
の
身
近
で
健
康
を
さ
さ
え
て
い
る
人
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
、

直
接
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
日
々
の
取
り
組
み
や
人
柄
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

▼�

こ
の
企
画
は
、
近
年
、
多
岐
に
わ
た
る
業
務
に
携
わ
り
、
よ
り
重
要
な
役
割
が
求
め
ら
れ
て

い
る
現
場
担
当
者
の
、
国
保
や
保
健
事
業
へ
の
考
え
方
、
住
民
へ
の
想
い
な
ど
を
紹
介
し
、

他
の
実
務
者
へ
の
活
動
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
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ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
深
刻
な
状
況
に
な
る
前
に
、

ま
ず
は
状
況
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
人
が
必
要
な
ん

だ
と
思
い
ま
す
。

編
集
部
／
民
生
委
員
さ
ん
な
ど
、
地
域
に
い
る
人

の
力
が
必
ず
必
要
に
な
り
ま
す
ね
。

津
谷
／
そ
う
で
す
ね
。
地
域
の
目
配
り
の
よ
う
な

も
の
が
大
切
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
環

境
づ
く
り
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

編
集
部
／
仕
事
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
で
印
象
に

残
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

津
谷
／
問
題
を
解
決
で
き
な
く
て
も
ど
か
し
い
こ

と
も
多
い
の
で
す
が
、
以
前
、
歩
行
に
シ
ル
バ
ー

カ
ー
を
使
っ
て
い
た
お
ば
あ
さ
ん
が
、
介
護
予
防

教
室
の
参
加
を
通
じ
て
、
改
善
し
自
分
の
足
で
歩

い
て
い
る
の
を
見
た
と
き
は
、
と
っ
て
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
ね
。

編
集
部
／
ま
さ
に
や
り
が
い
で
す
ね
。
仕
事
の
醍

醐
味
と
い
う
か
。

津
谷
／
大
き
い
小
さ
い
に
関
わ
ら
ず
、
元
気
な
姿

を
見
ら
れ
る
こ
と
は
嬉
し
い
で
す
ね
。

編
集
部
／
男
性
保
健
師
さ
ん
は
珍
し
い
の
で
す
ぐ

顔
を
覚
え
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

津
谷
／
見
た
こ
と
あ
る
っ
て
声
を
か
け
て
も
ら
え

る
の
は
嬉
し
い
で
す
。

編
集
部
／
こ
れ
か
ら
の
目
標
を
聞
か
せ
て
も
ら
え

ま
す
か
。
ど
ん
な
保
健
師
に
な
り
た
い
か
な
ど
。

津
谷
／
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
に
は
、

い
ろ
ん
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
の
で
日
々
勉
強
と
い
う

こ
と
に
つ
き
る
と
思
い
ま
す
。
保
健
師
は
住
民
の

一
番
近
い
と
こ
ろ
に
い
て
直
接
話
を
聞
け
る
強
み

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
い
つ
で
も
耳
を
傾
け
て
い

る
保
健
師
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
そ
の
中

か
ら
出
て
く
る
、
こ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
ら
い

い
な
と
い
う
も
の
を
具
体
的
な
事
業
や
政
策
と
し

て
実
現
で
き
る
、
形
に
で
き
る
職
員
に
な
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
住
民
は
同
じ
地
域
の
大
先

輩
で
す
。
他
人
だ
け
ど
も
他
人
じ
ゃ
な
い
。
困
っ

た
こ
と
が
あ
れ
ば
何
か
し
て
あ
げ
た
い
。
自
分
が

力
に
な
れ
れ
ば
。
と
思
っ
て
い
ま
す
。

編
集
部
／
暖
か
み
の
あ
る
言
葉
で
す
ね
。
住
民
の

傍
に
い
ら
れ
る
の
が
保
健
師
の
強
み
と
い
う
の
は

大
変
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

家
族
へ
の
感
謝

編
集
部
／
こ
こ
か
ら
は
津
谷
さ
ん
個
人
の
こ
と
を

お
聞
き
し
ま
す
。

保
健
師
さ
ん
と
い
う
職
業
柄
、
体
に
は
気
を
つ

か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
自
分
な
り
の
健
康

法
は
あ
り
ま
す
か
。

津
谷
／
体
重
の
チ
ェ
ッ
ク
は
毎
日
し
て
い
ま
す
。

あ
と
は
う
が
い
、
手
洗
い
は
気
を
付
け
て
い
ま
す
。

運
動
は
市
役
所
職
員
の
フ
ッ
ト
サ
ル
チ
ー
ム
で
週

1
回
練
習
を
し
て
い
ま
す
ね
。

編
集
部
／
試
合
に
も
出
た
り
？

津
谷
／
出
て
い
ま
す
よ
。
み
ん
な
で
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
他
に
も
朝
野
球
や
最
近
で
き
て
い
ま
せ
ん

が
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
な
ど
も
好
き
で
す
。

編
集
部
／
多
才
で
す
ね
。

津
谷
／
丸
い
も
の
は
大
概
好
き
で
す
。（
笑
）

編
集
部
／
気
分
転
換
の
方
法
は
あ
り
ま
す
か
。

津
谷
／
基
本
的
に
イ
ン
ド
ア
派
で
す
。
読
書
や
Ｄ

Ｖ
Ｄ
鑑
賞
も
好
き
な
ん
で
す
。

編
集
部
／
他
に
趣
味
は
あ
り
ま
す
か
？

津
谷
／
以
前
は
ビ
リ
ヤ
ー
ド
や
ダ
ー
ツ
に
は
ま
っ

て
い
ま
し
た
が
、
最
近
子
供
が
生
ま
れ
て
、
今
は

子
育
て
に
夢
中
で
す
ね
。
ず
っ
と（
赤
ち
ゃ
ん
を
）

見
て
い
ま
す
。

編
集
部
／
最
後
に
何
か
あ
り
ま
せ
ん
か
？

津
谷
／
以
前
、
秋
田
県
内
の
男
性
保
健
師
さ
ん
に

声
掛
け
し
て
開
催
し
た
自
主
勉
強
会
を
ま
た
開
催

し
た
い
な
と
思
い
ま
す
。
担
当
業
務
も
そ
れ
ぞ
れ

違
う
保
健
師
が
集
ま
っ
て
、
普
段
聞
け
な
い
よ
う

な
話
も
聞
け
て
と
っ
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
の

で
。

編
集
部
／
最
後
に「
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
な

ん
で
す
か
。」と
聞
い
た
と
こ
ろ「
家
族
で
す
。
子

供
が
出
来
て
か
ら
女
性
の
凄
さ
を
日
々
感
じ
て
い

ま
す
。」と
迷
い
な
く
答
え
た
津
谷
さ
ん
。「
住
民

の
傍
で
。
住
民
は
地
域
の
先
輩
。
他
人
だ
け
ど
他

人
じ
ゃ
な
い
。」と
の
言
葉
に
、
地
域
の
住
民
を
思

い
や
る
暖
か
み
を
感
じ
る
、
そ
ん
な
保
健
師
さ
ん

で
し
た
。
津
谷
さ
ん
、
た
く
さ
ん
の
質
問
に
答
え

て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ

の
暖
か
み
で
み
ん
な
を
元
気
づ
け
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
県
内
の
男
性
保
健
師
さ
ん
の
自
主
勉
強

会
を
開
く
と
き
は
、
ぜ
ひ
取
材
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

地域包括支援センター

伊藤 節子さん

最後に地域包括支援センターで一緒に働く
仲間にもお話を伺いました。
編集部：津谷保健師さんはどんな人ですか？
伊藤：真面目で一生懸命頑張っていますよ。住民にもこま
めに足を運んで。男性の保健師さんとあまりお付き合いし
たことないんですけど、性別は関係ないのかもしれない
ですね。彼の人柄もあるのかな。健康教室に一緒に行くん
ですけど、参加者がとっても喜んでいます。いないときは、
「今日は侑希くん来ないの？」なんて声も。お年寄りの元気
の源になっています。若い人を見ていると気持ちがいいで
すしね。
編集部：ここだけの話、直して欲しいところはありますか？
伊藤：今のところないです。（笑）

「現場のチカラ」

H65mm×W180mm

ロゴ　8ｍｍ
Better　44mm
社名　28ｍｍ



材料（2人分）

コクホ食堂
美味しく低カロリー

お弁当編

キャベツ………… 150g（1／８個）
厚揚げ… …………………… 100g
白神あわび茸… ……… 60g（１本）
※えりんぎで代用可
… しょうゆ………………小さじ１

Ⓐ
… みりん…………………大さじ１
… おろし生姜……………小さじ１
… オイスターソース… …大さじ１
ごま油……………………大さじ１

作
り
方

1�

キ
ャ
ベ
ツ
は
ざ
く
切

り
に
し
て
水
気
を
よ

く
切
っ
て
お
く
。

　

�

厚
揚
げ
は
熱
湯
を
か

け
て
油
抜
き
し
、
食

べ
や
す
い
大
き
さ
に

切
る
。

�　

�

あ
わ
び
茸
は
縦
に
食

べ
や
す
い
大
き
さ
に

切
る
。

　

�

Ⓐ
の
調
味
料
を
混
ぜ

合
わ
せ
て
お
く
。

2�

フ
ラ
イ
パ
ン
に
ご
ま

油
を
熱
し
、
厚
揚
げ

を
加
え
軽
く
焼
き
色

が
つ
く
ま
で
炒
め
る
。

�　

�

キ
ャ
ベ
ツ
と
あ
わ
び

茸
を
加
え
て
強
火
で

炒
め
、
Ⓐ
の
調
味
料

を
回
し
入
れ
全
体
に

か
ら
め
合
わ
せ
る
。

※
白
神
あ
わ
び
茸

　

�
エ
リ
ン
ギ
と
バ
イ
リ
ン

グ
茸
の
掛
け
合
わ
せ
。肉

厚
で
コ
リ
コ
リ
し
た
食

感
が
あ
わ
び
を
思
わ
せ

る
こ
と
に
由
来
。

※
オ
イ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス

　

�

別
名
か
き
油
。牡
蠣
を
主

原
料
と
し
た
調
味
料
。炒

め
物
に
使
う
と
味
に
コ

ク
が
で
る
。

地域活動職域事業部
管理栄養士 田中 美樹

　肝臓は健康維持の上で重要な器官です。アル
コールの分解のほか栄養素の貯蔵や合成など、多
くの働きがあります。肝臓の機能は日頃の生活習
慣に左右されやすいのですが、自覚症状が現れに
くく「沈黙の臓器」と言われ、気づかぬうちに症状

が悪化してしまいます。
　肝臓が元気でいるために良質のたんぱく質、ビタミン・ミネラルの摂取
を心がけましょう。キャベツには胃腸薬でおなじみのビタミンUが含まれ
ます。柔らかい春キャベツ、畑の肉とも言われる大豆を材料とする厚揚げ、
食物繊維たっぷりのきのこと共にいただきます。適度な飲酒と運動、そし
て休養もおすすめします。

お弁当を持って
出かけよう

お弁当の組み合わせとして「ごはん」、
定番の「卵焼き」、彩りに「ミニトマト」、
黄花が春らしい「アスパラ菜の和えもの」。
主食：主菜：副菜＝3：1：2の割合で

栄養士さんの
アドバイス

春キャベツと
　　厚揚げの炒めもの

協力:公益社団法人	秋田県栄養士会

秋
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今月のテーマは 「肝臓を労わる」
歓送迎会が多い時季に、食べ過ぎ飲み過ぎに備えて

栄養価（１人分）

エネルギー184kcal
　たんぱく質 8.4g
　脂質 12.1g
　塩分 1.4g




